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全ゲノム解析結果等の患者還元及び研究開発向け利活用
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健康・医療研究開発データ
統合利活用プラットフォーム(CANNDs)

ワンストップ利活用窓口

データ管理・供用機能(検索機能・計算環境等)

協力医療機関バイオバンク・
ジャパン

臨床現場への成果還元

創薬や治療法開発を通した
臨床現場への成果還元

【R4～ 研究開発フェーズ】

ゲノム解析
臨床情報等
レポート作成

データ保存・共有 等
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(バイオバンク利活用プログラム)
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(精神・神経疾患分野のAI実装事業等)

今後AMEDが支援する
研究開発で得られる

データ

認知症関連情報(※)
(認知症対策事業等)

想定例

※血液検査値、頭部MRI,脳画像、
認知機能等

二次利活用審査
委員会（仮）
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全ゲノム解析結果等の患者還元及び研究開発向け利活用（補足）

１．患者還元のための全ゲノム解析結果等の利用
• がん・難病全ゲノム解析の協力医療機関は、患者さんから検体の提供を受ける(①)。
• 協力医療機関は検体と臨床情報を全ゲノム解析等事業実施組織（以下「実施組織」という。)に共有し(②)、実施組織は外部委託
等により検体のゲノムシークエンスを行うとともに、それによって得られたシークエンスデータと協力医療機関から得た臨床情
報を基に分析を行い、分析レポートの作成を行う。

• 分析レポートは、協力医療機関を通じて患者さんにフィードバックされ(③)、診療に活用される。
• なお、患者さんがAMED研究事業等にも参加していた場合(④⑤⑥)、その同意のもと、実施組織がそのデータをCANNDsから取り寄
せることが可能(⑦)。

２．大学や民間企業等における研究開発のための全ゲノム解析結果等の利用
STEP1（データ集積・利用）
• バイオバンクは研究協力者から検体の提供を受け(④)、ゲノムシークエンスを行う。
• バイオバンクは、シークエンスデータ、及びそれに紐付く臨床情報等を、個別のデータ利用申請に応じて各バンクによる審査・
承認の後、その承認の範囲に限ってCANNDsを通じた他のデータベース等のデータとの統合解析に供する(⑤⑩)。

• 今後AMEDが支援する研究開発を行う研究実施機関は、研究開発で得られるデータを、個別のデータ利用申請に応じて研究実施機
関による審査・承認の後、その承認の範囲に限ってCANNDsを通じた他のデータベース等のデータとの統合解析に供する(⑥⑩)。

• 実施組織は、がん・難病全ゲノム解析で得られたシークエンスデータ、及びそれに紐付く臨床情報等を、個別のデータ利用申請
に応じて実施組織による審査・承認の後、その承認の範囲に限ってCANNDsを通じた他のデータベース等のデータとの統合解析に
供する(⑧⑩)。

• 次世代医療基盤法認定事業者は、個別のデータ利用申請に応じて、CANNDsを経由してバイオバンク、研究実施機関又は実施組織
のシークエンスデータ等にそれらが審査・承認する範囲でアクセスし、自ら収集する医療情報等との連結を行い、認定事業者に
よる審査・承認の後、匿名加工されたデータを大学・民間企業等に提供する(⑨⑫)。

• 実施組織は、個別のデータ利用申請に応じて、実施組織による審査・承認の後、その承認の範囲に限ってシークエンスデータ等
を大学・民間企業等に提供する(⑪)。

STEP2（成果還元）
• 大学や民間企業等による研究開発は、創薬や新規治療法開発を通じて、その成果が臨床現場へ還元される(⑬)。
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１．CANNDsの定義

「CANNDs＊（キャンディー
ズ）」とは、AMEDが支援した
研究開発から得られたデータの
利活用を促進するためのプラット
フォーム（AMEDデータ利活用
プラットフォーム）であり、総合的
なサービスの総称である。
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２．概要(コンセプト)

 AMED研究で生み出される研究
開発データの利活用を促進する
サービスを提供する。

 必要とされる研究開発データへ
アプローチする利便性を高め、
AMED研究開発データ利活用
カタログにリストアップされた提供
データを利活用する際の手続き
を簡略化する。

 機微なデータを持ち出すことなく
様々な検索・解析ができるよう、
セキュリティを強固にした閉鎖型
の計算環境を構築することで、
データ提供者とデータ利用者の
双方が安心して、データを利活用
できる環境を提供する。

３．主な提供サービス

CANNDsで提供するサービスは
以下の通りである。

１）AMED研究開発データの
利用に関する情報提供

２）利活用が可能な研究開発
データの収載・提供仲介

３）高度セキュリティが必要な
データを対象とする 検索・解析
環境の提供

４）データ利用者サポート

＊Controlled shAring of geNome and cliNical Datasets
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3) 高度セキュリティが必
要なデータを対象とする
検索・解析環境の提供

AMEDが支援した研究開発により得られたデータの利活用プラットフォーム
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他の
既存DB

2) 研究開発データの
収載・提供仲介

データレポジトリ
STORE

公開データは移行

既存のデータベース等と連携・役割分担しつつ、AMED研究で生み出される研究開発データの利活用を促進するサービスを提供する。

AMEDの
研究開発による

データ

AMED外部
のデータ

 AMEDのデータ収載基準を満たした制限共有データを収載
 制限共有期間が終了した後、AMEDは速やかに当該データを公開データベースへ移管

1) AMED研究開発データの利用に関する情報提供

 CANNDsが提供するサービスに関する情報の提供
 AMED研究開発データ利活用カタログの提供

データソース

Visiting型計算環境

 機微なデータを持ち出すことなく様々な検索・解析が可能なセキュリティを強固にした閉鎖型の計算環境
 ゲノムデータ、ゲノムデータに紐づく臨床情報、ゲノム・オミックス解析データ、データ利用者独自のデータ

4) データ利用者サポート

 AMED研究開発データ利活用カタログ掲載データの利活用に関する総合相談窓口
 データ利活用コンシェルジュサービス※

※コンシェルジュサービス：利活用可能なデータを把握し、共同研究等の連携支援を行う
CANNDs
（プラットフォームおよび総合的なサービス）

★データの共有の考え方（AMED 研究データ利活用に係るガイドライン1.1版より）
非制限公開：データマネジメントプランに基づいてデータベースに登録することにより、当該データベースの規約等に従う限り、アクセスに制限なく誰でも利用することが可能となるデータ。
制限公開：データマネジメントプランに基づいてデータベースに登録することにより、当該データベースの規約等に従って、利用目的、利用方法等を明らかにしたうえで、データアクセス申請を承認された研究者等が利用することが可能となるデータ。
制限共有：データマネジメントプランに記載された研究者等又は AMED が個別に承認した研究者等のみが、データベースの閲覧等又はその他の方法により利用することが可能となるデータ。

ヒトDB

第4回健康・医療データ利活用基盤協議会資料3より



【年度別仕様（Visiting型計算環境）】
R4年度 R5年度

解析環境 Visiting型計算環境下に設置した利用者専用アカウント Visiting型計算環境下に設置した利用者専用アカウント
利用できるデータ コントロール群のゲノムデータ（FASTQ, BAM/CRAM,gVCF,VCF）お

よびメタデータ（年齢、性別、出生地／居住地、疾患名）
がん・難病のゲノムデータ、それに紐付く臨床情報および症例のメタデータ
コントロール群のゲノムデータ（同）およびメタデータ（同）（調整中）

利用者が持ち込んだデータ
（制限公開・非制限公開データを含む）

ゲノム・オミックスデータ
利用者が持ち込んだデータ（同）

プレリサーチ※5 無 有
利用できるソフトウェア 各種２次解析用オープンソースソフトウェア

および統計解析ソフトウェア（R）など
＋データ利用者要望の元にソフトウェアなど追加検討

スパコン等計算機資源 TMM, NIG, IMS, NCC TMM, NIG, IMS, NCC

ストレージ TMM, NIG, IMS, NCC, NCGM TMM, NIG, IMS, NCC, NCGM
利用方法 遠隔セキュリティルーム※１

リモートデスクトップ※２
遠隔セキュリティルーム
リモートデスクトップ

データインポート 可（但し、審査承認が必要） 可（但し、審査承認が必要）
データエクスポート 個人情報を含まないもののみ可（但し、審査承認が必要） 個人情報を含まないもののみ可（但し、審査承認が必要）

独自ソフトウェアの追加・
利用

可（但し、審査承認が必要） 可（但し、審査承認が必要）

メタデータ サマリーシート※３ 検索システム※４
利用料金 スパコン利用料のみ ＋データ利用料（がん・難病）
利用対象者 利用登録をした一般の利用者

AMEDが指定する解析を行う利用者
利用登録をした一般の利用者
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※１遠隔セキュリティルーム：生体認証で厳重に入室管理されたCANNDs専用の解析ルーム。そこに設置したシンクライアント端末を通じ、CANNDsのVisiting型計算環境内に割り当てられたデータ利用者専有区画へのアクセスが可
能。AMED施設内他、研究拠点に設置。

※２リモートデスクトップ：CANNDsのVisiting型計算環境をデータ利用者のパソコンから操作するための仕組みです。データ利用者の所属機関からCANNDsの用意する連携スパコンを遠隔操作できるようになり、遠隔セキュリティルーム
内のシンクライアント端末と同じ画面上で仕事ができる。

※３サマリーシート：CANNDsにて利用可能なゲノムデータに対して、一次解析して得られた統計情報をサマリーシートとして開示。データ利用者は、サマリーシートをもとに、対象となるゲノムデータコレクションの利活用の判断に役立てるこ
とが可能。

※４検索システム：ゲノムデータに紐づく属性情報（メタデータ）を使って解析対象となるデータを絞り込む機能を有するシステム。
※５プレリサーチ：Genomics Englandで提供しているサービスを参考とし、研究計画書の作成前に、研究計画の検討を目的として、ゲノム情報と臨床情報の閲覧と検索ができるサービス。
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AMEDデータ利活用プラットフォームを通じて
利活用を推進するヒトゲノムデータの品質を

同等に担保する方針

• 国の施策として構築を進めているAMEDデータ利活用プラット
フォームを通じて利活用を推進するヒトゲノムデータについては、
均質的なデータであることが求められる。

• これまでも2次利用が想定されるデータについては、その均質化
に取り組んできたところではあるが、AMED事業においてヒト全
ゲノムシークエンス解析を実施する課題について、ヒトゲノムデー
タの品質を同等に担保するため、参考資料3に記載の通り、そ
のプロトコール情報の確認等の必要な取組を実施する。
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